
こ
の
と
こ
ろ
金
利
の
低
下
が
一
段

と
進
ん
で
い
る
。
特
に
住
宅
ロ

ー
ン
の
金
利
低
下
が
目
立
つ
。
例
え
ば

「
フ
ラ
ッ
ト
３５
」
の
金
利
（
返
済
期
間

２１
年
以
上
３５
年
以
下
、
融
資
率
９
割
以

下
の
最
低
金
利
）
は
、
２
０
１
４
年
１

月
に
は
１
・
８
０
０
％
だ
っ
た
が
、
１５

年
１
月
に
は
１
・
４
７
０
％
ま
で
低
下

し
て
い
る
。

金
利
低
下
の
主
な
理
由
は
、
日
銀
が

実
施
し
て
い
る
大
規
模
な
金
融
緩
和

だ
。
金
融
緩
和
と
は
、
市
場
に
出
回
る

お
金
の
量
を
増
や
す
こ
と
を
意
味
す

る
。
お
金
の
量
が
増
え
れ
ば
、「
貸
し

た
い
」
と
い
う
人
が
増
え
る
た
め
、
競

争
が
激
し
く
な
っ
て
金
利
が
低
下
す
る

の
で
あ
る
。

日
銀
が
金
融
緩
和
を
実
施
し
て
い
る

の
は
、
物
価
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
だ
。

金
利
が
下
が
り
お
金
が
借
り
や
す
く
な

る
と
、
企
業
は
設
備
投
資
が
し
や
す
く

な
る
し
、
個
人
も
モ
ノ
を
買
い
や
す
く

な
る
。
結
果
的
に
需
要
が
増
え
て
物
価

が
上
昇
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

日
銀
の
金
融
緩
和
で

１５
年
度
中
は
低
金
利
が
続
く

日
銀
は
年
２
％
の
物
価
上
昇
率
を
目

標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
１４
年
度
中
の

達
成
を
目
指
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

原
油
の
急
激
な
値
下
が
り
な
ど
に
よ
っ

て
達
成
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

１４
年
１２
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、

生
鮮
食
品
を
除
く
総
合
指
数
が
前
年
同

月
比
２
・
５
％
増
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
消
費
税
増
税
の
影
響
を
差
し
引
い

た
実
質
的
な
物
価
上
昇
率
は
、
同
０
・

５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

日
銀
は
、
１
月
２１
日
の
金
融
政
策
決

定
会
合
で
１５
年
度
の
消
費
者
物
価
指
数

の
上
昇
率
の
見
通
し
を
、
こ
れ
ま
で
の

前
年
比
１
・
７
％
か
ら
１
・
０
％
に
下

方
修
正
し
て
い
る
。
黒
田
総
裁
も
物
価

上
昇
率
２
％
の
目
標
達
成
時
期
を
「
１５

年
度
を
中
心
と
す
る
期
間
」
と
し
て
、

１６
年
度
ま
で
ず
れ
込
む
可
能
性
に
言
及

し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
１５
年
度
中
は
金

融
緩
和
が
継
続
さ
れ
、
低
金
利
が
続
く

可
能
性
が
高
い
。
１６
年
度
に
な
っ
て
も

２
％
の
物
価
上
昇
が
達
成
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
金
融
緩
和
は
さ
ら
に
続
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

▼
こ
ん
な
ト
ー
ク
で
回
答
し
よ
う

日
銀
は
物
価
上
昇
率
を
２
％
に
引
き

上
げ
る
た
め
、
金
融
緩
和
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
近
頃
、
一
段
と
低
金
利

に
な
っ
て
い
る
理
由
で
す
。
物
価
上
昇

率
が
２
％
に
到
達
す
る
ま
で
は
金
融
緩

和
が
継
続
さ
れ
、
低
金
利
も
続
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
の
原
油
の
値
下
が
り
も

あ
っ
て
、
物
価
の
上
昇
は
ペ
ー
ス
ダ
ウ

ン
し
て
い
ま
す
か
ら
、
１５
年
度
中
に
は

２
％
の
達
成
は
無
理
だ
と
考
え
る
専
門

家
が
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
一
段
と

低
金
利
に
な
っ
た
け
ど

い
つ
ま
で
続
く
の
？

１

ママーーケケッットトに関する質問には
こんなトークで答えよう

ここでは、最近のマーケットの
変化に関するお客様からの質問を
取り上げ、その回答のポイントを
トーク例とともに解説する。
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
３
本
の
矢
が
柱

と
な
っ
て
い
る
。
１
本
目
は
大

胆
な
「
金
融
緩
和
」、
２
本
目
は
公
共

事
業
へ
の
投
資
な
ど
に
よ
る
機
動
的
な

「
財
政
出
動
」、
３
本
目
は
規
制
改
革

な
ど
に
よ
る
「
成
長
戦
略
」
だ
。

現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
３

本
目
の
成
長
戦
略
で
、
こ
れ
が
成
功
す

る
か
ど
う
か
が
、
日
本
経
済
が
今
後
、

上
向
い
て
い
く
か
ど
う
か
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

政
府
は
１５
年
６
月
を
メ
ド
に
、
新
た

な
成
長
戦
略
を
ま
と
め
る
予
定
。
特
に

日
本
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た

め
の
戦
略
が
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
だ
。

そ
の
一
つ
は
、
外
国
人
労
働
者
を
受

け
入
れ
る
具
体
策
の
検
討
。
人
手
不
足

が
深
刻
に
な
る
建
設
業
や
造
船
業
な
ど

で
増
や
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
介
護

職
の
受
け
入
れ
も
開
始
す
る
予
定
だ
。

厚
生
労
働
省
は
、
外
国
人
が
働
き
な
が

ら
技
能
を
学
べ
る
「
外
国
人
技
能
実
習

制
度
」
の
対
象
職
種
に
介
護
分
野
を
加

え
る
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、
女
性
の
活
躍
も
後
押
し
す
る

た
め
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
柔
軟
な

勤
務
形
態
の
導
入
を
行
う
。
さ
ら
に
、

若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
質
の

高
い
実
践
的
な
職
業
訓
練
を
行
う
「
高

等
教
育
機
関
制
度
」
を
検
討
す
る
予
定

だ
。

国
内
の
株
価
を
左
右
す
る

外
国
人
投
資
家
の
動
向

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
様
々
な
規

制
緩
和
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
日
本

が
規
制
緩
和
を
ど
こ
ま
で
行
う
の
か

は
、
外
国
人
投
資
家
も
注
目
し
て
い

る
。日

本
の
株
式
市
場
の
売
買
高
の
約
６

割
を
占
め
る
外
国
人
投
資
家
の
存
在
は

大
き
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
規
制
改
革

が
進
ま
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
外
国

人
投
資
家
の
資
金
は
、
日
本
の
株
式
市

場
か
ら
逃
げ
出
し
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
。１３

年
に
大
幅
に
円
安
・
株
高
が
進
ん

だ
の
も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
改
革

に
市
場
が
期
待
し
た
か
ら
だ
。
つ
ま

り
、
今
後
公
表
さ
れ
る
新
た
な
成
長
戦

略
で
改
革
の
具
体
策
が
示
さ
れ
る
の
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
外
国
人
投
資
家

に
も
理
解
し
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い

改
革
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
重

要
だ
。

▼
こ
ん
な
ト
ー
ク
で
回
答
し
よ
う

現
在
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の

矢
の
う
ち
、
３
本
目
の
成
長
戦
略
に
大

き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
政
府

は
新
た
な
成
長
戦
略
を
６
月
に
ま
と
め

る
予
定
で
す
が
、
こ
こ
に
盛
り
込
ま
れ

る
改
革
案
の
実
効
性
が
重
要
で
す
。

成
長
戦
略
に
は
外
国
人
投
資
家
も
注

目
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
株
式
市
場
は

外
国
人
投
資
家
に
支
え
ら
れ
て
い
る
側

面
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
成
長
戦
略
が
期

待
外
れ
の
も
の
に
な
る
と
、
日
本
株
が

売
却
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日

本
経
済
が
今
後
も
上
向
い
て
い
く
か
ど

う
か
は
、
い
か
に
実
効
性
の
あ
る
成
長

戦
略
を
打
ち
出
せ
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て

今
後
も
日
本
経
済
は

上
向
い
て
い
く
の
？

２
POINT

�政府は１５年６月をメドに、人手
不足対策を盛り込んだ新たな成
長戦略をまとめる予定

�今後示される成長戦略の実効性
に加え、成長戦略に対する外国
人投資家の評価が日本の株式市
場に大きな影響を及ぼす

マーケット＆お客様タイプ別の説明トーク編
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